
 

「人は達成できなかった事柄や、中断している事柄に対して、
より強い記憶や印象を持つ」という心理現象のことです。そ
の度合いは、夢中になり完了間近なものほど強くなります。 
 身近な例としては、連続ドラマが挙げられます。 

「この後どうなる？」という、続きが気になるところで終わると、
興味を引き付けられ、続きを見たくなりますよね。 

 勉強などでも、没頭するとつい長時間続けてしまったりし
ませんか？長時間集中すると、脳が疲労を感じ、休み時間
も長くなってしまいがちです。 
そんなときにおススメなのが、 
“集中する時間と休憩する時間を予め決めておく”ことです。 

一定時間で強制的に一時ストップさせることで、疲労がたま
りにくくなり、ツァイガルニク効果の「続きが気になる」特性に
より、集中力が途切れにくくなります。 

「どうしてもやる気が出ない」という方は、相談室も利用して
みてくださいね🌼 

誰かに話を聞いてほしい、と思ったときは 
 電話（052-747-6709）または          
 メール（soudan@sci.nagoya-u.ac.jp）で連絡をください☺ 

QRコードからメール→ 
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